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論文内容の要旨
本論文は，ステンレス鋼にレーザ急冷凝固処理を適用し，その処理部の組織変化ならびに変化機構に
ついて系統的に検討すると同時に，その耐食性改善に及ぼすレーザ急冷凝固処理の影響についても検討
を加えたものであり，以下の 7 章から構成されているo
第 1 章は，諸論であり，従来の研究経過とその問題点および本研究の必要性ならびに目的について述
べている。
第 2 章においては，急冷凝固処理部の特徴および、実際の応用例について通覧し，ステンレス鋼にこの
処理を適用した場合の問題点を急冷凝固処理に関する研究報告をもとに論考しているo
第 3 章では， レーザ急冷凝固処理部の溶け込みの形状および大きさに及ぼすレーザ照射条件の影響な
らびに処理部での凝固組織の形成特性について検討を加え，処理部の結晶成長速度ならびに冷却速度の
推定を行なっているO
第 4 章では，ステンレス鋼にレーザ急冷凝固処理を行ない，その処理部の凝固モードの変化を詳細に
検討している O その結果， レーザ急冷凝固処理部においては従来の溶接金属にみられない新しい凝固モー
ドであるマッシブ凝固および棒状共晶凝固が生じることを明らかにし，熱力学的観点および急冷凝固過
程における過冷の立場から特徴的な凝固モード変化について考察を行なっているO
第 5 章では，ステンレス鋼のレーザ急冷凝固処理部の室温組織について検討を行ない， δ フェライト
の形態ならびに δ フェライト量について調査し，各種室温組織の生成機構を考察すると同時に，冷却速
度をパラメータとして表した改良シェフラー組織図を提案しているO
第 6 章では， レーザ急冷凝固処理によりマッシブ凝固ならびに棒状共晶凝固組織を示す代表的なれ一
ハ叫
U
??凋斗
A
Cr-Ni 合金を用い，特徴的な組織の耐食性改善効果について検討するとともに，その改善機構につい
て考察を加えている。また， レーザ急冷凝固処理の実際的な応用として，高Mo オーステナイトステン
レス鋼TIG溶接金属にレーザ急冷凝固処理を適用してその耐孔食性改善効果を検討すると同時に，凝
固偏析に対する急冷凝固処理の影響について理論的考察を行ない， レーザ急冷凝固処理による耐孔食性
改善機構を考察している。
第 7 章は結論であり，本研究で得られた諸結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来ほとんど不明であったレーザ急冷凝固処理にともなうステンレス鋼の組織変化ならび
に変化の機構を明らかにするとともに， レーザ急冷凝固処理がステンレス鋼の耐食性に及ぼす影響を明
確にする目的で行なった系統的研究をまとめたもので，得られた主な成果を要約すると次の通りであるO
(1) レーザ、照射条件が凝固組織に及ぼす影響について検討を加え，その凝固セルサイズ、からレーザ照射
部の冷却速度を推定する方法を開発している。
(2) レーザ急冷凝固処理部の凝固モードについて検討を加え，従来の凝固モードの他に，新しい凝固モー
ドであるマッシブ凝固モードならびに棒状共晶凝固モードを見いだし， これらの凝固モードの生成機
構について考察を行なっているO
(3) レーザ急冷凝固処理部の室温組織を明らかにするとともに，その生成機構について検討を加え，冷
却速度をパラメータとした改良シェフラー組織図を提案しているo
(4) Fe-Cr-Ni 合金を用い，マッシブ凝固組織ならびに棒状共晶凝固組織が優れた耐食性を有するこ
とを明らかにするとともに，その耐食'性改善機構について考察を加えている O
(5) 高 Mo オーステナイトステンレス鋼TIG溶接金属にレーザ急冷凝固処理を行ない，その耐孔食性
改善効果を確認するとともに，凝固偏析理論を適用し，耐孔食性改善効果について考察を加えている。
以上の様に，本論文はレーザ急冷凝固処理にともなうステンレス鋼の組織変化，その変化の機構，さ
らには耐食'性改善効果についての系統的な研究を通じて，多くの知見を得ており，溶接工学ならびに生
産技術の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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